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次
回
の
地
域
協
議
会
は 

10
月
27
日
（
水
） 

午
後
6
時
00
分
〜 

 
 
 
 
 
 
 

支
所
庁
議
室 

 ◆
「
浜
地
協
だ
よ
り
」
は
、
地
域
協
議

会
で
話
し
合
わ
れ
た
事
柄
や
活
動
内

容
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た

め
、
定
期
的
に
発
行
し
て
い
き
ま
す
。 

9月 29日(水)開催の 
 
 
 
の様子は 

次号(VOL.55)でお伝えします。 

平成22年度第5回 
浜益区地域協議会 

 

 
 
回数 

開催月日 
主な議題 協議内容・結果 

出席 
委員数 

（H21） 
第５回 
H21.10.27 

◇委嘱状交付、市長あいさつ 
◇会長及び副会長の選任 
◇第 2期の総括と第 3期におけ
る検討事項について ほか 

・事前会議で、新たな委員を対象にこれまでの地域協議会の概
要について説明を受ける。 
・田岡市長を迎え、あいさつの後、意見交換。 
・第2期の総括と第3期における検討事項及び第3期の開催計
画について説明を受ける。 

12名 

第６回 
H21.11.18 

◇新たな委員の委嘱 
◇地域づくり基金の使途見直し
について 

・北石狩農業協同組合推薦の久慈貞子委員から、笹賢一委員へ
交代。 
・合併後 4年で７００万円弱の活用にとどまっている浜益区地
域づくり基金の使途見直しについて協議。 
・担当課から提出のあった平成 22年度の地域自治区振興事業
（７事業）のうち、次の5事業については確認。 
①区民カレンダー製作②「いっぺ、かだれや」林道ウォーク
③果樹振興施設整備④水稲育苗兼施設野菜ハウス整備⑤地域
交流施設運営 

11名 

第７回 
H21.12.16 

◇平成22年度地域自治区振興事
業について 

・継続審議となっていた「幌会館整備事業」、「実田会館整備事
業」の２事業については、地域振興事業としてではなく、避難
所として指定されていることから、最重要項目の一般事業とし
て要求することを確認。 

10名 

第８回 
H22.1.28 

◇地域づくり基金の活用手法の
見直しについて 

・新たな基金の使途として、市が行う直営事業=「地域づくり支
援事業」を追加。 
・「地域協働推進事業」の補助率をこれまでの2分の1以内から
ハード整備の補助率を4分の3以内に、またハード整備以外の
新たな地域協働推進事業の初年度補助率を 4分の3以内（2年
目以降は2分の1以内）とする見直し案について賛同を得る。 

10名 

第９回 
H22.3.24 

◇H21浜益区関連主要事業 
◇地域交流施設運営実証事業に
ついて 

・市年度予算に係る浜益区関連主要事業及び旧適沢コミセンの
有効活用策として、6月より実施が予定されている【地域交流
施設運営実証事業=「カフェ・ガル」】に事業内容について説明
を受ける。 

11名 

（H22） 
第１回 
H22.4.21 

◇石狩市過疎地域自立促進市町
村計画に登載する事業計画につ
いて 

・平成22年度に策定する石狩市過疎地域自立促進市町村計画に
登載する事業計画について、担当課・関係団体の意向を踏まえ、
一次集約した事業概略について説明。 
・地域協議会アドバイザーの河西邦人氏（札幌学院大学経営学
部教授）による講演。「キラリと光る浜益づくりの戦略」 

10名 

第２回 
H22.5.26 

◇石狩市過疎地域自立促進市町
村計画について 

・石狩市過疎地域自立促進市町村計画について審議。 
10名 

第３回 
H22.6.23 

◇石狩市過疎地域自立促進市町
村計画について 
 

・石狩市過疎地域自立促進市町村計画について審議。 
10名 

 
◇地域づくりワークショップ 
 
 

・河西アドバイザーを迎え、委員のほか一般や支所職員計 7名
が参加し、「浜益区の未来を考える」をテーマにワークショップ
を行う。 

6名 

第４回 
H22.8.11 

◇石狩市過疎地域自立促進市町
村計画について 

・石狩市過疎地域自立促進市町村計画について審議し、原案を
了承。 9名 

第５回 
H22.9.29 

◇第 3期目における検討事項に
ついて（第2期からの引き継ぎ） 
 

・第 2期で議題として検討されたものの、具体的な検討に至ら
なかった「高校通学支援」「特産づくり」「資料館整備構想」「住
宅整備」「高齢者支援」の５項目について検討を始める。 

11名 

 

合併と共に『地域自治区』、『地域協議会』が

設置され、早くもこの 10月で 5年の折り返し

を迎えます。 

地域協議会委員も昨年10月の第3期より13

名の委員で活動を続けており、今号では第3期

委員1年間の活動状況をお伝えします。 

地域協議会アドバイザーの河西邦人札幌学院大学教授を迎え、「浜益の農業・漁業振興を考えよう」をテ
ーマにワークショップを行います。浜益の地域振興には農業・漁業の発展が不可欠です。若手後継者や
地域づくりに関心のある方々の参加をお待ちしております。 
【開催日】平成22年10月6日（水）午後6時00分～午後8時00分 【会場】浜益コミセンきらり 
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 浜益区の人口・世帯数 (平成22年8月末現在) 

人 口 
［61,054］ 
1,772人 

<+2> 
<－2> 

男 
［29,606］ 

827人 
<－6> 
<－3> 

女 
［31,448］ 

945人 
<+8> 
<+1> 

世帯数 
［26,333］ 

927戸 
<+22> 
<0> 

※上段の［ ］は石狩市全体 
< > は対前月 

                                    

           
           

            
            

平
成
17
年
10
月

の
市
町
村
合
併
か

ら
、
こ
の
10
月
で

丸
5
年
が
経
過
し
、

「
地
域
自
治
区
」
、

「
地
域
協
議
会
」
と

も
に
、
10
年
の
設

置
期
間
の
折
り
返

し
を
迎
え
ま
し
た
。 

浜
益
区
に
お
け
る
特
色
あ
る
地
域
づ
く

り
へ
の
道
は
未
だ
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、

農
業
・
漁
業
の
振
興
と
観
光
の
連
携
、
ま
た

こ
れ
か
ら
5
年
、
10
年
後
の
浜
益
を
担
う

「
人
づ
く
り
」
の
た
め
、
何
を
な
す
べ
き
か
、

今
一
度
危
機
感
を
持
ち
、
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

浜
益
区
の
地
域
づ
く
り
は
、
区
民
一
人
ひ

と
り
が
考
え
、
実
践
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

※
浜
益
区
の
地
域
振
興
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
声

を
ご
遠
慮
な
く
、
最
寄
り
の
委
員
や
事
務
局
に

お
届
け
く
だ
さ
い
。
こ
の
浜
益
区
は
地
域
み
ん

な
の
手
で
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

編集後記 

▲9/22 浜益小学校稲刈り学習  

氏 名 死亡年月日 年齢 住所 
南  良典 さん H22. 9. 9 80 川下 

    

 お く や み 

今月の 一枚 

キャップ回収時のお願い 
●回収する対象はペットボトルのキャップのみです。ビン・

缶のキャップ、タブなどは回収しません。 
●キャップは軽くすすいで、シール・値札等は剥がしてくだ

さい。 
お問い合わせ 北門信用金庫浜益支店 ℡79-3211 

 

 
北門信用金庫浜益支

店の店舗では、ペット

ボトルのキャップを

回収しています。 
 

※ペットボトルのキャップは

資源ごみとして出せません。 

 

 
回収したキャップは、

NPO法人エコキャッ
プ推進協会を通じて、

リサイクルメーカー

に売却され、その収益

をもって途上国の子

どもたちにワクチン

が届けられます。 

 
 
ペットボトルのキャ

ップ８００個で、１人

分のポリオワクチン

ができます。 
ゴミとして焼却する

と、6,300ｇの CO2が
発生します。 

皆様の ご 協力を お 願い し ま す 。  

9/3～   
浜益川サケ有効利用調査

開始（10月 20日まで） 
 

第 28回浜益ふるさと祭り 
当たりくじ付きもちまき
大会！ 

9/19 
 
2010浜益「いっぺ、か
だれや」林道ウォーク  

9/19 

浜益小学校児童による
沖上げ音頭 9/19 


